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相模原商工会議所

産業界の活力で新相模原を創出
会員とともに行動、変革、そして未来へ

新アドレス

企 業 を 育み 地 域 を 潤 すエリアネットワーク通 信
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更なる産業振興を誓う

新年
賀詞交歓会
を開催
6p

Ⓐ �渡邊将文氏（㈱MEMOテクノス 代表取締役）
を第35代会長に選任			 
～青工研次年度役員選任総会～� 18ｐ

Ⓑ �ハワイアンで店も地域も盛り上げたい	
ハワイアンカフェ ロコスタイル� 14ｐ

Ⓒ �神奈川県なでしこブランドに認定された	
桑茶「とうとるん」　女性会� 19ｐ

Ⓓ �全国初！				  
「20億円の瑕疵保証保険付き生コン」を出荷 
相武生コン㈱相模原工場� 15ｐ

Ⓔ �新年賀詞交歓会であいさつを述べる杉岡会頭
� 6ｐ

Ⓕ �長谷川会長から清水新会長へ。平成26年度
会長に清水良則氏（㈲シミズリビング）を選任
青年部臨時総会� 18ｐ

Ⓖ �ライスベース「てるて米」が全国推奨観光
土産品に認定� 7ｐ

Ⓐ

ⒺⒹ

ⒸⒷ

Ⓕ Ⓖ
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項　　目（相談員） 相談日 内　　　容
経 営
（中小企業診断士） 申込時に調整 経営の諸問題（販売受注促進・経営合理化・IT

活用法等）
創業・経営革新
（中小企業診断士）

第 1･3･4 木曜日
第 2水曜日

事業計画の立て方、販路開拓方法等、創業・経営
革新についての相談

経営安定特別相談室
（中小企業診断士等） 申込時に調整 売上不振、取引先倒産等による経営悪化、事業の

見通しがつかない方のための相談指導
法 律
（弁　　護　　士）

金曜日
（第 5週除く） 取引上のトラブル、債権回収、契約違反等

発 明
（発　明　協　会） 第 2木曜日 実用新案、商標登録、特許出願手続き、侵害への

対応等の相談
許 認 可
（行　政　書　士） 隔月第 3金曜日

会社・組合等の設立、建設業の入札参加資格、飲
食業等の許認可、契約書作成の相談

税 務
（税　　理　　士）

木曜日
（第 5週除く）

法人税 ･所得税 ･消費税・相続税・贈与税等の税
務相談、記帳、決算指導

労 務
（社会保険労務士） 第 2火曜日 就業規則の整備、労働契約に関する問題、各種助

成金についての相談等、労務問題全般
Ｍ　　 ＆　　 Ａ
（専任アドバイザー） 申込時に調整 事業継承型M&Aを中心とした相談

※経営者の方の相談に限ります
受 発 注
（産業振興センター） 第 2･4 水曜日 製造業を中心とした新たな受注・発注先企業につ

いての相談、受発注取引の適正化に関する相談
Ｉ Ｔ
（ITアドバイザー） 第 2･4 水曜日 初歩的なインターネット導入についての相談、電

子入札の参加、e-sagami の活用方法

経営や複雑な税務・法律問題など専門的事項に関するご相談には、当
商工会議所の専門相談員（税理士・弁護士・中小企業診断士等）によ
る無料相談をご利用ください。
ご希望の際は、事前に☎（０４２－７５３－８１３５)へご予約ください。
※IT相談は☎（０４２－７５３－８１33)へお願いします。

•• 相談は無料です！専門家への経営相談 ••

インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

2月12日㈬～3月12日㈬
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー
� No.475　2014年2月

も
く
じ

3 平成26年度税制改正のポイント（税制改正セミナー開催案内）

4
5

特集
「�消費税率引き上げと中小企業の	
転嫁対策」第１回・第2回

6 インフォメーション
新年賀詞交歓会・新春経済講演会報告 他

7 がんばる中小企業300社【㈱向洋技研選定】、
かながわ商店街大賞準大賞受賞【相模大野駅周辺商店街連合会】
全国推奨観光土産品推奨品【ライスベース てるて米認定】他

8 平成25年度第3四半期（10月～12月）景況調査結果報告 他

13 会員PRコーナー
㈱東鈴紙器／コネクシオ㈱

14 トップインタビュー
～ハワイアンで店も地域も盛り上げたい～ 
ハワイアンカフェ ロコスタイル　山﨑 英人さん

15 わが社のいち押し
～ICタグを用いた生コンクリート品質システムが市認定品に～
相武生コン㈱相模原工場

16
17 相模原商工会議所委員会委員決定

20 事業承継セミナー、新入社員研修、
相模原クリーン大作戦、確定申告無料相談案内

21 新会員紹介

2　
月

12日（水）
建設業部会 経営講演会
収益拡大と販路拡大を目指す経営革新塾 第3講
都市産業研究会 提言書編纂会議
青年部 2月度てるて会議
工業部会 GETプロジェクト「ベトナム経済と日本企業の動
向（JETRO）」
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所
受発注相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
13日（木）
市内工業団地事務局長との意見交換会
発明相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
14日（金）
都市産業研究会 参考都市視察研修会（長野県）（～15日）
青工研 成果発表会
青年部 神奈川県商工会議所青年部連合会次年度役員予定者会議
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
16日（日）
相模大野駅周辺商店会連合会 新年会
17日（月）
７部会合同（部会委員）会議・懇親会
18日（火）
第3回会員企業ビジネス交流会（南区会場版）
工業部会 KIZUNAプロジェクト会議
労務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所　
19日（水）
日商販売士1･3級検定試験
相模原お店大賞実行委員会
★【P3】税制改正セミナー
収益拡大と販路拡大を目指す経営革新塾 第4講
青工研 次年度役員会
近未来研 理事会
20日（木）
商業部会 定例会
工業部会 TRYプロジェクト推進委員会議
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：南支所
21日（金）
市長と正副会頭・３号議員懇談会
青年部 全国大会（栃木県）（～22日）
許認可相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
23日（日）
日商簿記検定試験
25日（火）
津久井地域商工会との懇談会
消費税転嫁対策セミナー
青年部 2月度をぐり会議
26日（水）
役員議員懇談会 県外視察会（～27日）
収益拡大と販路拡大を目指す経営革新塾 第5講
青工研 次年度役員会
受発注相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
27日（木）
神奈川県下14商工会議所連携 ビジネス交流会
青工研 三役会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所
28日（金）
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所

3　
月

1日（土）
正副会頭・専務理事と市長・副市長懇談会（～2日）
3日（月）
商業部会 先進商業地視察研修会（静岡県）
5日（水）
サービス業部会 視察研修（横浜）
6日（木）
青工研 合同役員会
税務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所
7日（金）
ザ・商談！し・ご・と発掘市 工業版
法律相談　時間：13:30～16:00　場所：本所
8日（土）
日商販売士検定 資格更新講習会
9日（日）
相模原市珠算教育連盟生徒表彰式
10日（月）
正副会頭会議・運営委員会合同会議・常議員会
★【P6】事業承継セミナー
11日（火）
労務相談　時間：13:00～16:00　場所：本所　
12日（水）
都産研 提言書編纂会議
創業・経営革新相談　時間：10:00～16:00　場所：本所
受発注相談　時間：13:00～16:00　場所：本所



3 相模原商工会議所［会報］2 月号

平成26年度税制改正のポイントインフォメーション

相模原商工会議所／日本商工会議所

税制改正セミナー 参加
無料

日　時：2月19日㈬　14時～15時30分
会　場：市立産業会館　4階　国際商談室
※詳細はホームページ（http://www.sagamihara-cci.or.jp/）をご覧ください。
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小
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特 集消費税率引き上げと中小企業転嫁対策①

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り

消
費
税
率
が
現
在
の
５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
事
業
者

は
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
陥
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
事
業
者
は
買
い
手
の
購
買
意
欲
を
考
え
、

税
率
上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
し
な
い
可
能
性
が
高

く
、
消
費
税
引
き
上
げ
相
当
額
が
そ
の
ま
ま
収
益

の
減
少
に
結
び
つ
く
か
ら
で
す
。

　

適
切
な
価
格
転
嫁
が
で
き
れ
ば
、
事
業
者
は
従

来
の
収
益
の
確
保
が
可
能
で
す
。
消
費
税
は
、
仕

入
れ
時
に
は
仕
入
れ
価
格
に
消
費
税
分
を
加
え
て

支
払
い
、
販
売
時
に
本
体
価
格
に
消
費
税
分
を
加

え
て
受
け
取
り
、
支
払
っ
た
消
費
税
と
受
け
取
っ

た
消
費
税
の
差
額
を
納
税
し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

消
費
税
は
、
仕
組
み
上
は
、
取
引
の
各
段
階
で
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
転
嫁
（
上
乗
せ
）
さ
れ

る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
消
費
者
が
負
担
す
る
の
で
、
税
率
が
何
％

で
あ
ろ
う
と
事
業
者
の
収
益
に
は
関
係
が
な
い
、

こ
と
に
な
り
ま
す
。

上
乗
せ
で
き
な
い
と
収
益
を
圧
迫

　

し
か
し
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
や
り
取
り
は

こ
れ
ほ
ど
シ
ン
プ
ル
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
、
消

費
税
５
％
時
と
８
％
時
の
本
体
価
格
が
同
額
で
も
、

税
込
み
の
支
払
い
総
額
が
買
い
手
の
負
担
増
と
な

る
状
態
で
、
従
来
と
同
じ
数
量
を
販
売
す
る
こ
と

は
可
能
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
、
税
込
み
価
格
が

２
９
８
円
や
１
，０
０
０
円
と
い
っ
た
値
ご
ろ
感

の
あ
る
価
格
や
キ
リ
の
い
い
価
格
か
ら
変
わ
る
と
、

購
買
意
欲
の
減
退
が
起
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ

こ
で
、
税
率
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
後
も
、

販
売
価
格
を
税
率
５
％
時
と
同
じ
価
格
に
据
置
い

た
場
合
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

下
の
表
は
税
抜
き
ベ
ー
ス
で
仕
入
れ
額
が
１
万

円
、
売
上
額
が
２
万
円
の
例
で
す
が
、
税
込
み
販

売
価
格
を
２
万
１
千
円
に
据
え
置
い
た
場
合
の
利

益
の
減
少
額
を
示
し
た
も
の
で
す
。
税
率
引
き
上

げ
後
も
販
売
価
格
を
据
え
置
い
た
場
合
、
増
税
分

を
事
業
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
税

抜
き
売
上
額

の
減
少
に
な

り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
な

ん
と
利
益
は

約
５
・
６
％

も
減
少
し
ま

す
。
つ
ま
り
、

適
正
な
転
嫁

を
し
な
い
と
、

そ
の
分
収
益

が
圧
迫
さ
れ

て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
収
益
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
消
費
税
を
適
正
に
価
格
に
転
嫁
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
、
支
払
総
額
の
増
加
に
よ
る
買
い
手
の
買
い
控

え
や
競
合
他
社
と
の
価
格
競
争
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
売
れ
る
値
段
で
の
価
格
設

定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

事
業
全
体
で
適
正
な
利
益
の
確
保
を

　

す
な
わ
ち
、
単
純
に
従
来
の
価
格
に
消
費
税
率

分
を
上
乗
せ
す
る
と
い
っ
た
一
律
転
嫁
で
は
な
く
、

売
上
げ
へ
の
影
響
を
加
味
し
て
、
事
業
全
体
で
適

正
な
利
益
確
保
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
目
玉
商
品
な
ど
は
販
売
価
格

を
据
え
置
く
（
実
質
値
下
げ
）
一
方
で
、
他
の
商

品
の
価
格
は
、
目
玉
商
品
な
ど
の
値
下
げ
分
を
カ

バ
ー
す
る
値
上
げ
を
適
正
な
転
嫁
の
範
囲
内
で
行

う
と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
価
格
設
定
以
外
に
も
、
企
業
体
質
強

化
に
向
け
た
原
価
低
減
、
販
売
促
進
活
動
や
、
納

税
額
増
加
に
向
け
た
資
金
繰
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
準
備
や
対
策
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
次
回

以
降
、
こ
の
対
策
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等

事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／
東
京
商
工
会
議
所
中
小
企

業
相
談
セ
ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
中
小

企
業
診
断
士　

秋
島
一
雄

　
消
費
税
の
価
格
転
嫁
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策

窓
口
相
談
等
事
業
実
施
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
委
員
で
中
小
企
業
診
断
士
の
秋
島
一
雄
さ

ん
が
３
回
に
わ
た
り
解
説
し
ま
す
。
１
回
目

は
、
そ
も
そ
も
「
消
費
税
の
転
嫁
と
は
一
体

何
で
、
な
ぜ
転
嫁
対
策
が
必
要
か
？
」
と
い

う
点
に
絞
っ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

消費税を転嫁せずに価格を据置くと 

売上額(税込み) 21,000円 

売上額(税抜き) 20,000円 

仕入額(税抜き) 10,000円 

税引利益 10,000円 

売上額(税込み) 21,000円 

売上額(税抜き) 19,444円 

仕入額(税抜き) 10,000円 

税引利益 9,444円 

売上額 
(税抜き) 
が下がる 

利益が減っている
ことに 

気づかない 

売上額 
(税込み) 
変わらない 

消
費
税
率
引
き
上
げ
と

�

中
小
企
業
の
転
嫁
対
策

特 集
な
ぜ
転
嫁
対
策
が
必
要
か

第 1回
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消費税率引き上げと中小企業転嫁対策②特 集

企
業
が
単
純
な
価
格
競
争
で
勝
ち
抜
く
こ
と
は
難

し
く
、
既
存
商
品
を
そ
の
ま
ま
販
売
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
転
嫁
対
策
と
し
て
は
よ
り
効
果
的
な
販
売

促
進
活
動
で
、
数
量
を
増
や
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
し
た
販
売
計
画
の
立
案
と

方
針
の
決
定
、
実
現
に
向
け
た
適
切
な
方
策
の
実

施
、
さ
ら
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
修
正
を
講
じ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

付
加
価
値
を
高
め
新
価
格
設
定
を

　

売
上
げ
向
上
の
た
め
に
、
も
う
一
つ
ぜ
ひ
と
も

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
、
新
た
な
収
益
源
の
確
保

で
す
。
た
だ
し
、
ゼ
ロ
か
ら
新
た
な
も
の
を
つ
く

る
と
い
っ
た
「
新
た
な
商
品
開
発
」
は
、
な
か

な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、
既
存
商
品
に
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
手
を
加

え
て
み
る
な
ど
、
今
ま
で
と
異
な
る
視
点
で
品
質

改
良
や
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？　

顧
客
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
に
既
存
商

品
を
改
良
す
る
こ
と
で
、
付
加
価
値
を
高
め
、
新

し
い
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
例
え
ば
、①
原
材
料
の
品
質
や
量
の
改
善
：

よ
り
良
い
材
料
を
使
う
こ
と
に
よ
る
品
質
の
改
善

や
サ
イ
ズ
の
変
更
（
小
分
け
な
ど
）
で
、
安
心
面

や
買
い
や
す
さ
を
訴
求
す
る
、
②
提
供
方
法
の
変

更
：
工
場
や
産
地
か
ら
の
直
接
納
品
に
よ
る
鮮
度

向
上
や
、
宅
配
実
施
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
図

る
、
③
他
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
と
の
組
み
合
せ
：
使

用
場
面
を
想
定
し
た
他
商
品
と
の
抱
き
合
わ
せ
販

売
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

買
い
上
げ
点
数
を
増
や
す
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
ち

ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
既
存
商
品
を
新
た
な
商
品

と
し
て
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

コ
ス
ト
削
減
に
も
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

収
益
確
保
に
む
け
て
原
価
の
コ
ス
ト
削
減
も
重

要
で
す
。
無
駄
を
省
く
こ
と
や
節
約
と
い
っ
た
通

常
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
以
外
に
も
、
販
売
計
画
の
作

成
と
こ
ま
め
な
見
直
し
に
よ
っ
て
精
度
を
上
げ
、

廃
棄
ロ
ス
の
削
減
や
適
正
在
庫
を
真
剣
に
考
え
て

は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
検
査
の
低
減
や

梱
包
の
簡
素
化
、
仕
様
の
寸
法
公
差
な
ど
の
緩
和

と
い
う
点
も
、
も
う
一
度
見
直
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
か
。
売
上
げ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
い

う
攻
め
だ
け
で
な
く
、
原
価
を
低
減

す
る
と
い
っ
た
守
り
も
含
め
、
総
合

的
な
対
策
が
転
嫁
対
策
の
基
本
で
す
。

以
上
、
２
つ
の
視
点
か
ら
転
嫁
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

転
嫁
対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
、
今

ま
で
の
収
益
確
保
の
仕
方
を
見
直

す
絶
好
の
機
会
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
を
上
手
く
活
用
し
、
収
益
の
確

保
、
さ
ら
に
は
拡
大
を
目
指
し
て
く

だ
さ
い
。

　

次
回
３
回
目
は
資
金
繰
り
や
会
社

と
し
て
の
組
織
対
応
に
関
す
る
対
策

を
考
え
て
み
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

日
本
商
工
会
議
所
消
費
税
転
嫁
対
策

窓
口
相
談
等
事
業
実
施
Ｗ
Ｇ
委
員
／

東
京
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
セ

ン
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
中

小
企
業
診
断
士　

秋
島
一
雄

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目
は
、
消
費
税
の
転
嫁

対
策
で
基
本
と
な
る
「
事
業
全
体
で
利
益
を
確
保

す
る
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
前

回
、
お
伝
え
し
た
よ
う
に
税
率
が
上
が
っ
た
消
費

税
を
そ
の
ま
ま
価
格
転
嫁
し
、
収
益
を
確
保
す
る

こ
と
は
、
消
費
マ
イ
ン
ド
の
減
退
や
競
合
と
の
価

格
競
争
を
考
え
る
と
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で

す
。
現
実
的
な
対
応
と
し
て
は
、
一
律
に
価
格
転

嫁
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業
全
体
で
収
益
を
確
保

す
る
こ
と
が
、
転
嫁
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
と

な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
下
の
図
を
見
な
が
ら

消
費
税
の
転
嫁
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

転
嫁
対
策
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら

　

こ
の
図
の
よ
う
に
、
転
嫁
対
策
は
い
ろ
い
ろ
な

視
点
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
事
業
全
体

で
収
益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
売
上
・
原
価
と

い
う
２
つ
の
視
点
に
大
き
く
分
け
、
さ
ら
に
そ
の

中
で
対
策
を
考
え
ま
す
。
売
上
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、ま
ず
は
、既
存
商
品
の
「
価
格
」
と
「
数
量
」

で
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
既
存
商
品
の

価
格
を
変
更
す
る
か
・
維
持
す
る
か
と
い
っ
た
価

格
面
で
の
対
応
と
、
販
売
数
量
を
効
果
的
な
販
売

促
進
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
増
や
す
な
ど
の
価
格
面

以
外
で
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
、
中
小

1 

２つの視点で転嫁対策を検討する必要がある 

事業全体で
従来の利
益を確保 

売上 

上げる 

据置き 

３％超 

３％ 

３％未満 
下げる 

原価 コスト 
削減 

価格 

販売
計画 数量 

既存 
商品 

新たな収益源
の確保 

既存商品の 
見直し 

新たな商品 
開発 

消
費
税
率
引
き
上
げ
と

�

中
小
企
業
の
転
嫁
対
策

特 集事
業
全
体
で
利
益
を
確
保
す
る

第 2回
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当
商
工
会
議
所
で
は
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
１

月
９
日
、相
模
原
市
立
産
業
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
商
工
会
議
所
役
員
・
議
員
を
は
じ

め
、
地
元
選
出
の
国
・
県
・
市
議
会
議
員
や
市
内

外
の
経
済
団
体
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
名
が
集
い
、

新
し
い
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
杉
岡
会
頭
は
あ
い
さ
つ
で
、「
昨
年
か

ら
国
内
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
地
域
経
済

を
支
え
る
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
好
況
感
が
実
感

で
き
て
い
な
い
現
状
で
す
。
当
所
と
し
て
は
、
地

域
経
済
発
展
の
た
め
に
、
金
融
支
援
や
中
小
小
規

模
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
施
策
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
行
政
や
関
連
団
体
と
も
連
携
を
図
り
な
が

　

当
商
工
会
議
所
で
は
１
月
17
日
、
市
立
産
業
会

館
で
恒
例
の
「
新
春
経
済
講
演
会
」
を
開
催
し
、

企
業
経
営
者
、
市
民
な
ど
１
１
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
、
テ
レ

ビ
東
京
系
の
「
ワ
ー

ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ

ラ
イ
ト
」
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
も
活
躍
中

の
五
十
嵐
敬
喜
氏(

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー

チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
執
行
役
員 

調
査
本

部
長)

を
招
き
、「
日
本
経
済
の
展
望
と
こ
れ
か
ら

の
企
業
戦
略
」
と
題
し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
の
中
で
、
五
十
嵐
氏
は
「
今
年
の
経
済
も

昨
年
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
プ
ラ
ス
と
な
る
と
思
う
。

し
か
し
、
他
国
と
比
較
し
て
圧
倒
的
な
マ
ネ
ー
ス

ト
ッ
ク
が
課
題
で
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
日
本
経

済
が
良
く
な
る
た
め
に
は
、
政
策
頼
み
で
な
く
、

企
業
自
身
が
市
場
を
切
り
拓
い
て
い
く
事
が
重
要

で
あ
る
」
と
各
種
の
経
済
指
標
を
用
い
な
が
ら
強

調
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
２
年
目
に
入
る

２
０
１
４
年
、
活
力
あ
る
日
本
の
実
現
に
は
、「
中

小
企
業
の
力
」
が
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。

ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
加
山
相
模
原
市
長
、
須

田
市
議
会
議
長
、

赤
間
二
郎
衆
議

院
議
員
（
議
員

代
表
）
な
ど
か

ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
い
た
後
、

市
内
商
工
業
の

繁
栄
に
願
い
を

込
め
て
、
福
だ

る
ま
（
上
溝
商

店
街
（
振
）
寄

贈
）
の
目
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

更
な
る
産
業
振
興
を
誓
う

�

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

300人で賑わった賀詞交歓会

2014年を展望する五十嵐敬喜氏

「
企
業
自
ら
の
力
で
、市
場
を
切
り
拓
け
！
」

�

～
新
春
経
済
講
演
会
を
開
催
～

１、運送取引の契約書面化について
　トラック運送取引に係わる課題として、長時間にわたる手待ち時間の発生、契約に基づかない付帯作業の要請、
契約書面の不交付、一方的な運賃減額などが挙げられます。これらのトラブル回避のため、国土交通省におい
て書面契約の推進を図っております。

２、燃料サーチャージ制の導入について
　運輸業界より荷主団体に向けて燃料サーチャージ制の導入を検討いただいております。このサーチャージに
ついては航空運賃にみられるように一定の燃料価格から増額した時に燃料分価格を上乗せする方法です。上記
１項の書面化を取り交わす中での明記をお願いしております。

　軽油価格高騰により、トラック運送事業者の自助努力は限界に達しており、多くの事業者が事業存廃の危
機に瀕しています。今後も安定した輸送サービスを提供するため、トラック運送事業者から話し合いの申し
出があれば、是非応じてくださるようお願い申し上げます。

詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
国土交通省（トラック関連）	 http://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk4_000007.html
全日本トラック協会ホームページ	 http://www.jta.or.jp

　一般社団法人神奈川県トラック協会相模原ブロック
（鈴木亜喜男ブロック長）より、運輸に関する荷主との
契約や燃料高騰対策について下記二点の要請と周知の依
頼をいただいております。
　当商工会議所では、この要請を受けて、各種会議での
周知を図るとともに、会員事業所に対するご理解とご協
力をお願いしております。

神奈川県トラック協会から
商工会議所会員事業所への
要請とお願いについて

荷
主
の
皆
さ
ま
へ
の

�

お
願
い
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家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

　

同
制
度
は
、
革
新
的
な
製
品
開
発
で
地
域
経
済

の
活
性
化
等
に
活
躍
し
て
い
る
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
経
済
産
業
省
が
「
が
ん
ば
る
中
小
企

業
」
と
し
て
選
定
す
る
も
の
で
、
今
回
、
当
商
工

会
議
所
か
ら
推
薦
し
た
同
社
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

㈱
向
洋
技
研
は
昨
年
、
高
速
溶
接
技
術
を
備
え

た
テ
ー
ブ
ル
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
を
開
発
、
販
売
を

開
始
。
同
製
品
は
従
来
の
10
分
の
１
程
度
の
時
間

で
の
溶
接
を
可
能
に
し
、
消
費
電
力
の
削
減
や
作

業
時
間
の
大
幅
短
縮
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た

安
全
性
・
操
作
性
に
も
優
れ
て
お
り
、
作
業
に
熟

練
し
た
技
術
も
不
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
革
新
的
な
技
術
で
同
社
は
「
神
奈
川
工
業

技
術
開
発
大
賞
」
も
受
賞
し
て
お
り
、
神
奈
川
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
経
済
産
業
省
の
実
施
す
る
「
が
ん

ば
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
３
０
０
社
」
に

当
所
会
員
企
業
で
あ
る
㈱
向
洋
技
研
（
中
央
区
田

名 

甲
斐
美
利
代
表
取
締
役
）が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

高い評価を得ている
テーブルスポット溶接機

㈱
向
洋
技
研
が

�

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
・　

小
規
模
事
業
者
３
０
０
社

」に
選
定

　

昨
年
11
月
29
日
、
第
54
回
全
国
推
奨
観
光
土
産

品
審
査
会
（
日
商
、全
国
観
光
土
産
品
連
盟
主
催
）

が
行
わ
れ
、当
商
工
会
議
所
が
推
薦
し
ま
し
た
「
ラ

イ
ス
ベ
ー
ス
（
中
央
区
千
代
田
３
－
19
－
９
☎
：

０
４
２
－
７
８
６
－
０
５
５
６
）
が
販
売
す
る
「
て

る
て
米
」（
下
写
真
）
が
全
国
推
奨
観
光
土
産
品

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
審
査
会
は
、
郷

土
色
等
で
優
れ
た
観
光
土
産
品
を
推
薦
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
「
て
る
て
米
」
は
、
市
内
南

区
当
麻
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を
、
て
る
て
姫
の
イ

ラ
ス
ト
を
入
れ
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ（
３
㎏
２
，５
２
０

円
税
込
）
に
し
た
も
の
で
贈
答
用
と
し
て
最
適
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
㈲
游
相
庵　

菓
匠　

盛
月
堂
（
南
区
南

台
）
が
販
売
す
る
「
栗
さ
が
み
」
が
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
努
力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
ラ
イ
ス
ベ
ー
ス
て
る
て
米
」

全
国
推
奨
観
光
土
産
品
推
奨
品
に
認
定

　
「
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞
」（
商
連
か
な
が
わ
等

の
実
行
委
員
会
主
催
）
の
授
賞
式
が
１
月
７
日
、

横
浜
市
中
区
の
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
で
行
わ
れ
、
相

模
大
野
駅
周
辺
商
店
会
連
合
会
（
篠
田
清
会
長
）

が
、
準
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

こ
の
賞
は
、
商
店
街
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今
回
、
相
模

大
野
駅
周
辺
商
店
会
連

合
会
で
は
、
ジ
ャ
ズ
イ

ベ
ン
ト
「
も
ん
じ
ぇ
祭

り
」
を
開
催
す
る
な
ど

ジ
ャ
ズ
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
商
店
街
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評

価
さ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

相
模
大
野
駅
周
辺
商
店
会
連
合
会
（
篠
田
清
会

長
）
は
、
１
月
13
日
（
成
人
の
日
）、
地
域
の
発

展
と
成
人
を
祝
う
こ
と
を
目
的
に
、
相
模
大
野
駅

北
口
コ
リ
ド
ー
通
り
を
会

場
に
、「
第
６
回
相
模
大

野
の
お
正
月
」
を
開
催
し

ま
し
た
。（
下
写
真
）

　

当
日
は
、
杉
岡
会
頭
や

加
山
市
長
な
ど
多
く
の
来

賓
者
を
迎
え
、
盛
大
に
新

年
を
祝
い
ま
し
た
。

相
模
大
野
駅
周
辺

商
店
会
連
合
会
が
準
大
賞
受
賞

�

第
２
回
か
な
が
わ
商
店
街
大
賞

新
春
祝
賀
祭
相
模
大
野
の
お
正
月

�

地
域
の
発
展
と
成
人
を
祝
し
新
春
を
祝
う
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インフォメーション平成25年度第3四半期景気観測調査結果／県信用保証協会

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

景 気 観 測 調 査 結 果　平成25年度第3四半期（平成25年10月～12月）

製造業、建設業、小売業･卸売業で景況感が改善

　今回の全産業総合DI値は、前回調査時（平成25年 7 月～ 9 月期）から 2
ポイント改善の▲18となりました。
　業種ごとでは、製造業が 0（前回▲17から＋17ポイント）、建設業が 0（前
回▲ 7 ポイントから＋ 7 ポイント）、小売業･卸売業が▲ 8 （前回▲39から
＋31ポイント）と改善しました。飲食業・サービス業では▲37（前回▲18
から▲19ポイント）と悪化となりました。
　次期については、建設業と飲食業・サービス業で改善の見通しとなって
います。
　調査結果の詳細については当商工会議所ホームページ「会議所トピック
ス」よりご確認下さい。

今期業況（H25.10-12） 次期見通し業況（H26.1-3）

製 造 業 0　 ▲11　

建 設 業 0　 6　

小 売 業
卸 売 業 ▲ 8　 ▲27　

飲 食 業
サービス業 ▲37　 ▲30　

全 産 業 ▲18　 ▲20　

調査期間　平成25年12月15日～平成26年 1 月15日
調査対象　当所会員中小企業300社（業種別に無作為抽出）

≪景気観測調査≫
前年度同時期との業況を比較し、「良い／悪い」など
の指標を数値化し景気動向を調査。
「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数の割合
を引いて算出した数値（DI値）を用いる。

業況天気図凡例

晴れ�

DI値30～11

薄曇り�

DI値10～▲10

小雨�

DI値▲11～▲30

雨�

DI値▲31以下

今回ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げます。
本調査は四半期ごとに実施しておりますので、調査票が郵送された際にはぜひご協力下さいますようお願い申し上げます。

飲食・サービス業
小売・卸売業
建 設 業
製 造 業
全 産 業

▲ 50

▲ 20

▲ 30

▲ 40

▲ 10

0

10

20

30
H25.10～12月期H25.7～9月期H25.4～6月期H25.1～3月期

業
種
別
業
況
DI
値
の
推
移

H26.1～3月期
（次期見通し）

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

�

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

　

信
用
保
証
協
会
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
が
金
融
機

関
か
ら
事
業
資
金
を
調
達
す
る
と
き
に
、
保
証
人
と
な

り
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

●
経
営
力
強
化
保
証
制
度
の
ご
案
内

　

国
の
認
定
を
受
け
た
支
援
機
関
か
ら
事
業
計
画

の
策
定
支
援
や
継
続
的
な
経
営
支
援
を
受
け
て
経

営
改
善
に
取
組
む
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
向
け
の
商

品
で
す
。

　

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
経
営
力
強

化
保
証
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
信
用
保
証

料
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
神
奈
川
県
中
小
企
業
制
度
融
資
に
つ
い
て

　

神
奈
川
県
で
は
小
規
模
な
企
業
の
資
金
繰
り
を

支
援
す
る
た
め
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
中
小
企
業
制
度
融
資
の
小
口
零
細
企
業
保
証

資
金
お
よ
び
小
規
模
事
業
資
金
の
融
資
利
率
（
固

定
金
利
）
を
０
・
２
％
引
下
げ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　
http://w

w
w

.cgc-kanagaw
a.or.jp

神奈川県
信用保証協会
キャラクター

カナモ
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図書館で企業広告できます！

インフォメーション ライトダウンキャンペーン／図書館で企業広告

★★★ 町田市・相模原市ライトダウンキャンペーン ★★★

「まちだ・さがみはら 絆
ばん

・創
そう

・光
こう

」にご協力を
３月１１日㈫ 午後６時～８時　町田市・相模原市全域で実施

　市民・事業者・行政が手を携えて協働し（「絆」）、小さな消灯など一人ひとりができることを
実践し（「創」）、そうした行動を積み重ねて街ぐるみの取り組みとすることにより「地球温暖化
防止」や「大気環境保全」について考えるとともに、暮らしや事業活動に支障のない範囲で消灯
して星を仰ぐ（「光」）ことで、大震災からの速やかな復興を祈念するものです。

実施期間　�2 月11日㈫から 3月11日㈫までをキャンペーン期間とし、	 	 	 	
消灯日時は 3月11日㈫午後 6時から 8時 とします。

取組内容
　○ 事業者の協力を得て、営業活動と安全確保に支障のない範囲で屋外看板の消灯などを行う。
　○ 市民の協力を得て、無理のない範囲で消灯する。
　○ 両市庁舎の消灯など、行政による率先した取り組みを行う。
　○ JAXAとの連携による環境学習等のイベント（天体観測会等）を開催する。

※詳しくは、相模原市ホームページの 暮らしの情報 → 環境 → トピックス を
　ご覧になるか、お問い合わせください。

お問い合わせ　相模原市環境政策課　☎ 042-769-8240

図書館で企業広告できます！
～雑誌スポンサー（広告主様）募集～

1日平均
2,000人以上が来館

○ �『雑誌スポンサー』制度とは、図書館で購入している雑誌を、企業様がご
購入いただくと、その雑誌のカバーなどに広告を掲載したうえで、書架に
置かせていただく制度です。

○ �図書館の雑誌は様々なジャンルを網羅していますので、企業様の業務に関
連した雑誌も多数あり、利用の多い雑誌は、大きなPR効果が期待できます。

《主なＱ＆Ａ》
　【どこの図書館におくの？】
　　　→ ‌�市立図書館、相模大野図書館、橋本図書館から選択できます。
　【どんな雑誌があるの？】
　　　→ ‌�各館で購入する雑誌が異なりますので、「図書館ホームページ」→

「雑誌スポンサー制度」→「雑誌一覧」をご覧ください。	
http://www.lib.sagamihara.kanagawa.jp/index.html

　【費用は？】
　　　→ ‌�年間1,520円～32,500円（最多価格帯：10,000円前後）

【お問い合わせ・申込先】
　● 相模原市立図書館（中央区鹿沼台）	 ☎ 042-754-3604　
　● 相模大野図書館（南区相模大野）	 ☎ 042-749-2244　
　● 橋 本 図 書 館（緑 区 橋 本）	 ☎ 042-770-6600
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■
用
途

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
へ
の
印
刷
、

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
製
作　

等

■
販
売
実
績

　

Ａ
４
プ
リ
ン
タ
ー　

36
台　

　

Ａ
３
プ
リ
ン
タ
ー　

10
台
（
２
０
１
２
年
２
月

よ
り
販
売
開
始
）

■
会
社
・
事
業
概
要

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
受
託
開
発
・
開
発
要
員
の
派
遣

医
療
向
け
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
・
販
売

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
機
器
の
開
発
・
輸
入
販
売

特
殊
プ
リ
ン
タ
ー
の
開
発
・
販
売

　

所
在
地　

中
央
区
千
代
田
７
－
６
－
11

　

代
表
者　

金
沢　

勇

　

電　

話　

０
４
２
－
７
５
０
－
６
５
１
５

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://printer.m
edia-plus.co.jp/

相模原市トライアル発注認定企業紹介⑧／「今☆知っておきたいマネー学。」　他 インフォメーション

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応
援
す
る
ロ
ー
ン
『
極
め
』」

　

弊
行
は
、
平
成
25
年
10
月
１
日
付
で
、
中
小
企
業
の
皆

様
へ
円
滑
な
資
金
供
給
を
行
う
た
め
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
の

会
員
税
理
士
と
の
連
携
に
よ
り
、
信
用
保
証
協
会
の
制
度

を
活
用
し
た
新
た
な
ご
融
資
『
極
め
』
の
取
扱
を
開
始
し

ま
し
た
。
総
額
１
千
億
円
を
上
限
と
し
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
、
弊
行
及
び
信
用
保
証
協
会
の
所
定
の
審
査
を
経

る
こ
と
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。
中
小
企
業
の
皆
様
に

大
企
業
並
の
低
利
で
の
ご
融
資
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
出
て
参
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
精
神
に
則
り
、
経
営
革
新

等
支
援
機
関
制
度
と
い
う
中
小
企
業
の
経
営
改
善
計
画
や

再
生
計
画
の
作
成
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
支
援
す
る
新
た

な
枠
組
み
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
商
品
は
そ
の
枠
組
み

を
活
用
し
た
中
小
企
業
支
援
策
と
し
て
取
扱
を
開
始
し
た

も
の
で
す
。
弊
行
と
Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
は
長
年
の
提
携
関
係

に
あ
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
会
員
の
過
半
数
が
こ
の
機
関
と

し
て
認
定
登
録
さ
れ
て
お
り
、
認
定
支
援
機
関
の
役
割
は
、

Ｔ
Ｋ
Ｃ
全
国
会
が
中
小
企
業
を
支
援
す
る
活
動
に
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

顧
問
税
理
士
の
そ
の
取
り
組
み
に
沿
っ
た
経
営
を
実
践

し
て
お
ら
れ
る
中
小
企
業
は
「
経
営
姿
勢
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
＝
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
企
業
で
あ
り
、
こ
う
し

た
企
業
の
皆
様
を
応
援
す
る
た
め 

に
出
来
た
商
品
で
す
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
こ
う
し
た
経
営
者
の
方
が
今
以
上
に

世
の
中
に
増
え
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

㈱
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 
相
模
原
支
社

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
１
３
７
１

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

�

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
４
回
）

相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

�

認
定
企
業
紹
介
（第 8回）

株
式
会
社　
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ス

■
認
定
製
品

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
専
用
プ
リ
ン
タ
ー

「
Ｍ
Ｄ
Ｐ
－
Ａ
４
０
６
」

■
製
品
の
概
要

　

iP
hone

等
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
に
、

Ｐ
Ｃ
の
デ
ー
タ
を
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ダ
イ
レ
ク
ト
プ

リ
ン
ト
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
専
用

プ
リ
ン
タ
ー
」
で
す
。
素
材
浸
透
型
Ｄ
Ｐ
Ｃ
イ
ン

ク
の
搭
載
で
、
擦
っ
て
も
色
落
ち
し
な
い
耐
久
性

抜
群
の
印
刷
が
可
能
で
す
。
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト

や
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
、
セ
ル
ロ
イ
ド
・
合
皮
と
い
っ
た

素
材
に
印
刷
で
き
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ

ー
ス
以
外
に
も
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
や
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト

の
印
刷
等
、
多
様
な
用
途
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

印
刷
対
象
の
サ
イ
ズ

は
厚
さ
８
㎝
、
幅
Ａ

４
サ
イ
ズ
ま
で
対
応

し
て
い
る
フ
ラ
ッ
ト

ベ
ッ
ド
・
イ
ン
ク
ジ

ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

で
す
。（
Ａ
３
プ
リ

ン
タ
ー
も
有
り
）

■
価
格
（
参
考
）

　

39
万
８
千
円
～
65
万
円
（
本
体
）

相模原生まれの
　　　　天然水 “さがみの潤水”R

　豊かな水資源を有する「潤水都市 さがみはら」。
　当商工会議所では、シティセールスの一環として、相模原生まれの天然水「さがみの潤水®」
を販売しています。ぜひご賞味ください。販売先など詳しくはWEBサイトをご覧ください。
　http://www.ssp21.or.jp/archives/6287
　売り上げの一部は水源の環境保全などに還元されます。
　希望小売価格：120円（税込）

地元 相模女子大学とのコラボ商品
ラベルモチーフは相模女子大学メディア情報学科
の学生さんと協力して市の花であるアジサイをイ
メージにデザインされました。

水源は丹沢山系　相模川の源流
緑区青野原の相模川源流、津久井の森が
育んだナチュラルウォーターです！

おいしくて安全
飲みやすく、料理やお茶に最適とい
われる軟水（硬度34mg/l）です。

好評発売中!!

SCさがみはらサポート自販機（さ
がみの潤水入り）の設置にご協力く
ださい。お問い合わせは共済検定課
☎ 042-753-8134まで

�

自
販
機
イ
メ
ー
ジ

マルケイ融資（利子補給実施中）
利　率

（ 2月 １日現在）

1.60％
実質利率

（当初24ヵ月間）
0.48％

　マルケイ融資の貸付金利70%が当初24カ月間、相模
原市より補給されております。
　マルケイ融資は当商工会議所の推薦により、無担保・
無保証人で低利融資が受けられる小規模事業者向け日
本政策金融公庫の公的融資制度です。
　事業資金のご相談の際は是非、お問い合わせ下さい。

お問い合わせ先：経営支援課　☎ 042-753-8135
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読 み 物 「知的財産権」このツボをおさえよう⑩／CSR（社会的責任と貢献）を活用した環境経営⑩　他

相模原商工会議所電力使用量 12月電力使用量　27,240kwh（昨年同月26,575kwh） 当商工会議所ではエコアクション２１を認証取得
しております

　

日
清
食
品
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
日
清
食
品
が
サ

ン
ヨ
ー
食
品
を
特
許
権
侵
害
で
訴
え
て
い
る
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
ヨ
ー
食
品
の

サ
ッ
ポ
ロ
一
番
関
連
商
品
に
つ
い
て
、
製
造
販
売
の

差
し
止
め
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

日
清
食
品
の
特
許
（
４
３
８
１
４
７
０
号
）
の
内

容
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
湯
戻
し
を
し
た
と
き
に
直

線
状
に
な
る
即
席
生
麺
に
関
す
る
発
明
で
し
た
。
従

来
の
即
席
麺
は
湯
戻
し
を
し
た
と
き
ウ
エ
ー
ブ
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
日
清
食
品
の
発
明
で
は
、
お
湯

を
注
い
で
か
ら
食
べ
る
と
き
に
麺
が
直
線
状
に
な
る

の
で
、
喉
越
し
が
良
い
と
い
う
も
の
で
す
。
お
な
じ

み
の
即
席
麺
も
グ
ル
メ
競
争
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
日
清
食
品
の
発
明
は
、
麺
の
製
造
工
程
に
特

別
の
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、
特
殊
な
方

法
で
製
造
し
た
即
席
生
麺
と
い
う
権
利
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
事
件
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
が
２
点
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
件
に
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
一
般
に
、
特
許
に
つ
い
て
理
解
を
し
て
お

く
べ
き
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
ず
第
一
番
目
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

特
殊
な
製
造
方
法
で
製
造
し
た
物
と
い
う
権
利
は
、

別
の
方
法
で
製
造
し
た
も
の
に
及

び
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
見
た
目
に

そ
っ
く
り
の
物
を
他
人
が
製
造
販

売
し
て
い
て
も
、
製
造
方
法
も
特

　

廃
棄
物
処
理
の
適
正
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
考
え
た
場

合
、
正
し
い
情
報
収
集
と
分
析
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
も
そ
も
廃
棄
物
と
は
法
的
に
は
「
廃
棄
物
と
は

不
要
物
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
も
の
が
他
人
に
有
償
で

売
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
・
・
」
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
所
有
者
（
占
有
者
）
に
と

っ
て
は
不
要
物
で
あ
っ
て
も
有
償
で
売
却
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
は
廃
棄
物
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
銅
線
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
な
ど
は
再
資

源
と
し
て
の
市
場
も
形
成
さ
れ
て
お
り
、
買
取
価
格
の

相
場
な
ど
の
情
報
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
段
ボ

ー
ル
古
紙
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
市
場
が

で
き
て
お
り
、
廃
棄
物
で
は
な
く
「
専
ら
物
」
と
い
う

扱
い
で
（
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
が
不
要
）
引
き
取
る

（
買
取
）
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
自
社
の
廃
棄
物
（
不
要
物
）
の
中
で
単
一

素
材
と
し
て
分
別
可
能
な
も
の
を
分
け
て
お
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
廃
棄
物
（
コ
ス
ト
）
か
ら
有
価
物
（
利
益
）

に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
は
単
純

な
よ
う
で
す
が
意
外
に
難
し
く
、
あ
ま
り
価
値
が
高
く

な
い
（
素
材
と
し
て
高
く
売
れ
な
い
）
も
の
を
分
け
て

も
労
力
の
割
に
効
果
が
低
い
の
で
、
自
社
の
廃
棄
物
の

中
で
種
類
と
そ
の
素
材
ご
と
の
分
析
が
必
要
に
な
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
（
資
源
）
を

対
象
に
分
別
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
リ
サ
イ
ク

許
の
内
容
と
同
一
だ
と
い
う
こ
と
を
立
証
し
な
い
限

り
、
特
許
権
侵
害
だ
と
訴
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

他
社
で
ど
の
よ
う
な
製
造
方
法
を
採
用
し
て
い
る

か
、
確
認
す
る
の
は
容
易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
訴

訟
で
争
わ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
へ
ん
で
す
。

　

だ
か
ら
、
特
許
は
、
製
品
の
構
造
で
権
利
化
を
し

た
い
。
出
来
上
が
っ
た
物
の
形
や
構
造
だ
け
を
特
定

し
て
特
許
を
取
得
し
た
い
も
の
で
す
。

　

製
品
を
見
れ
ば
特
許
権
侵
害
か
ど
う
か
一
目
瞭
然

だ
か
ら
で
す
。

　

次
に
、
２
番
目
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

万
一
特
許
を
侵
害
し
て
も
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を
支

払
え
ば
製
造
販
売
が
続
け
ら
れ
る
と
い
っ
た
甘
い
考

え
は
通
用
し
な
い
と
い
う
点
で
す
。

　

日
清
食
品
の
訴
訟
は
、
製
造
販
売
の
差
し
止
め
訴

訟
で
あ
っ
て
、
実
施
料
を
請
求
す
る
裁
判
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ラ
イ
セ
ン
ス
は
し
な
い
と
い
う
の
が
日
清

食
品
の
ポ
リ
シ
ー
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
訴
訟
に
負
け
る
と
、
ラ
イ
ン
を
止
め
て
製
造

設
備
を
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
出
荷
し
た

製
品
は
全
部
回
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
損
害
賠
償
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、
新
規
事
業
に
安

易
に
参
入
す
る
の
は
危
険
で
す
。
小
規
模
企
業
に
と

っ
て
は
致
命
傷
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

常
に
競
合
他
社
の
特
許
に
注
意
を
払
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

　

特
許
だ
け
で
な
く
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商
標
の

権
利
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ご
質
問
や
ご
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、

メ
ー
ル
を
下
さ
い
。

　

katopat@
jcom

.hom
e.ne.jp

ル
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
工
場
な
ど
の
生

産
現
場
を
除
く
一
般
的
な
オ
フ
ィ
ス（
事
務
所
）

環
境
で
は
、
廃
棄
物
の
６
割
以
上
（
容
積
ベ
ー

ス
で
）
が
紙
類
及
び
容
器
包
装
物
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
一
般
的
な
会
社
で
あ
れ
ば
既
に
コ

ピ
ー
用
紙
や
段
ボ
ー
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
空
缶

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
日
常
的
に
実
施
し
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
例
え
ば
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

ゴ
ミ
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
裁
断
さ
れ
た
紙
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
現
在
は
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
さ
れ

た
紙
や
雑
紙
（
パ
ン
フ
な
ど
の
チ
ラ
シ
や
様
々

な
素
材･

色
が
混
ざ
っ
た
紙
）
も
十
分
に
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
段
ボ
ー
ル

等
に
比
べ
れ
ば
価
値
は
落
ち
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
無
償
で
あ
れ
ば
引
き
取
る
古
紙
業
者
も
多
く
、

処
理
費
用
を
か
け
て
捨
て
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

十
分
に
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
で
す
。
あ
る
大

学
で
は
こ
う
し
た
古
紙
を
廃
棄
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
に
変
え
た
だ
け
で
月
間
十
数
万
円
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
事
務
所
移
転
や
閉
鎖
等
の
際
に
は
大
量

に
廃
棄
物
が
で
て
き
ま
す
が
、
什
器
類
や
Ｏ
Ａ

機
器
類
な
ど
は
リ
ユ
ー
ス
で
売
却
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
か
な
り
の
コ
ス
ト
削
減
が
可
能
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
廃
棄
さ
れ
る
物
品
の
種
類

や
素
材
を
事
前
に
調
査
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き

る
産
廃
業
者
や
リ
ユ
ー
ス
業
者
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
、
ま
た
引
越
し
業
者
や
解
体
業
者
と
事

前
に
調
整
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
き
ま
す

Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
活
用
し
た　

　
　
環
境
経
営

社
会
的
責
任
と
貢
献

第10回

廃
棄
物
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル

�

～
廃
棄
物
処
理
と
コ
ス
ト
削
減
②
～

�

㈱
環
境
総
合
研
究
会
代
表
取
締
役
　
鎌
田
健
司

「
知
的
財
産
権
」

�

こ
の
ツ
ボ
を
お
さ
え
よ
う

�
テ
ク
ノ
フ
ジ
特
許
事
務
所 

弁
理
士
　
加
藤
雄
二

第
10
回

即
席
麺
の
特
許
紛
争
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読 み 物相模原のお店・企業版「インターネット活用術」㉑

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉑
Facebookのセキュリティ対策
　Facebook社の公式発表によると、日本国内のFacebookア
クティブユーザー数は2013年 6 月時点で2,100万人となっており、
さらに現在は2,200万人を越えていると推測されています。ここ
相模原でも、特に仕事上で接する世代の方々は半分以上の割合
でFacebookを利用されているように感じます。また、お店や一
般企業のみならず、相模原市役所や各区役所など自治体関係のペ
ージもサービス毎に開設され、毎日多くの情報発信が行われてい
ます。これだけ利用者数が増えると、残念ながらアカウントの乗
っ取りやスパム的な営業行為など、悪意のあることを行う人が増
えてくるのも事実です。そういうこともあり、最近立て続けに
Facebookのセキュリティの不安を相談いただくことがありまし
た。そこで今回はFacebookを使う上で注意しておきたいことを
整理してみます。
■知らない人からの友達リクエストは承認しない
　Facebookには、ログインパスワードを忘れてしまっても友達
3 人が承認すれば本人と認める機能があります。なりすましアカ
ウントを多数友達として承認してしまうと、この仕組みによりア
カウントを乗っ取られてしまうことになります。あらかじめ「ア
カウント設定」の「セキュリティ」で信頼できる連絡先を 3 人以
上設定しておくことで防御できますが、なにより、知らない人や
友達になりすましたアカウントからの承認は行わず、削除するか
ブロックしましょう。なりすましアカウントには、次のような特
徴があります。
・プロフィール写真が美女
・プロフィール写真を登録していない
・プロフィール写真と性別が異なる
・アカウントが作られてから数日しか経っていない
・投稿が数件以内で友達との交流がほとんど無い
　さらに最近は、既に友達になっている人の名前や写真を使う手
の込んだケースもあります。既に友達だったのにもう一度リクエ
ストが来たという場合は、それまでのアカウントに確認したほう
が良いでしょう。
　そして、なりすましと感じたら承認せずにブロックするように
ましょう。既に見ず知らずの人と友達になっている場合も解除し
ておくのが無難です。解除したことは本人に通知はされません。
■不正ログインを防ぐための設定
　「セキュリティ」ページにある「ログイン承認」機能を設定す

ると、それまで使用したこ
とのない端末やブラウザか
ら初めてアクセスするとき
にセキュリティコードが必
要になります。セキュリテ
ィコードはあらかじめ設定
した携帯電話へのメッセー
ジで送信されるので、この
機能を利用することで第三
者が不正にログインする可
能性をほぼ無くすことがで
きます。
■情報の公開範囲を見直しておく
　なりすましアカウントからの友達リクエストを防ぐには、プライ
バシー設定の共有設定で、友達リクエストを送信できる範囲を「友
達の友達」に限定しておくのも有効です。友達自身がなりすまし
アカウントと友達になってしまうと無意味ですが、不特定多数か
らの友達リクエストはあらかじめ防ぐことができます。また、経歴
や生年月日、写真など、他のユーザーから見られる情報はアプリ
からもアクセスすることが可能です。これも公開範囲を見直して
おくことで、不特定多数に個人情報を取得されないようにできます。
■アプリにも注意
　不正アクセス以外にも、いくつか注意しておくべきことがあり
ます。最近特に話題になっているのが、不用意に占いや自分カレ
ンダー、自分新聞生成などのアプリを利用しないことです。アプ
リ提供会社に友達情報を渡してしまうこともリスクですが、自動
的に思いもしないページに「いいね！」を押したことにされ、友
達の画面に顔写真付きで「○○さんがいいね！と言っています」
という広告を表示されることもあります。エステ会社の広告表示
などが多いようですが、以前は海外の出会い系SNSサイトへ強
制入会させるものもありました。自分のページのアクティビティ
ログの「ページと趣味・関心」を確認し、身に覚えの無いページ
が入っていたらいいね！を取り消します。また「アプリ」画面で、
使わないアプリケーションは削除しておきましょう。
■乗っ取られてしまったら
　不正使用されたアカウントを通知するページがあります。こち
らから申請して下さい。
　不正使用されたアカウントを報告
　https://www.facebook.com/hacked

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

アカウント設定、プライバシー設定は
画面右上のギアマークから行います。
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会員紹介 会員ＰＲコーナー 

会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

掲
載
無
料
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
を
希
望
す
る
会
員
限

定
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
（
☎
０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
は
原
則
１
社
年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

落ち着きを育てる0歳からのおべんきょうごっこ

■ 株式会社　東鈴紙器
〒252-0217　相模原市中央区小町通2-10-17
☎：042-774-0488　 FAX：042-774-0588　 E-mail：to_re_@toureishiki.co.jp
URL：http://to-re.net　　

　当社は、昭和50年の創業以来39年間、梱
包資材の製造に携わってまいりました。そし
て今日を迎えられるのもお取引先様や関連業
者の皆様のおかげと感謝しております。
　昨今の社会情勢を鑑み、環境問題なども考
慮致しまして、新商品の開発、販売にも力を
入れております。
　この度、新商品の落ち着きを育てる組み立
て式「おべんきょうごっこ」を販売する運び
となりました。「ゆりかご」・「おもちゃ箱」
等も販売準備中でございます。梱包資材共々、
ご愛顧のほどよろしくお願い致します。お問
い合わせは下記まで。

スマートフォン導入、運用管理、
セキュリティ対策ならコネクシオ

■ コネクシオ株式会社

　コネクシオはフィーチャーフォンの時代より、

業務用端末のご提供・運用サポートを通して、

企業のお客様の通信コスト削減や携帯端末回線

管理のお手伝いをしてきました。スマートデバ

イスが主流となってきた現在、モバイル端末が

企業へもたらす可能性が急速に拡大しています。

　スマートデバイスを最大限、有効に活用する

ため、検討段階から導入後の運用に至るまで、

すべてコネクシオにお任せください。

〒252-0231　相模原市中央区相模原７-１-18
☎：042-757-9912　 FAX：042-750-8327　 E-mail：order_dssagami_houjin@conexio.co.jp
URL：http://www.conexio.co.jp/　　
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トップインタビュー 会員紹介

ロ
コ
ス
タ
イ
ル
を
開
業
す
る
ま
で
の
経
緯
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
車
と
バ
イ
ク
が
好
き
で
、
19
歳
の
と
き
に
車

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
主
と
す
る
カ
ー
リ
ペ
ア
プ
ロ

シ
ョ
ッ
プ
㈱
夢
ガ
レ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
会
社
を
経
営
し
て
10
年
た
っ
た
29
歳
の
こ
ろ
、

飲
食
業
も
面
白
い
！
と
思
い
知
人
の
紹
介
で
横
山

に
店
舗
を
か
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ー yum

e. s 
bar 

を
開
業
し
ま
し
た
。
25
歳
の
と
き
に
初
め
て

ハ
ワ
イ
に
訪
れ
て
以
来
、
ハ
ワ
イ
が
大
好
き
に
な

っ
て
ハ
ワ
イ
の
楽
し
く
ア
ロ
ハ
な
雰
囲
気
を
持
つ

お
店
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。
横
山
の
お
店

は
、
た
く
さ
ん
の
地
元
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し

た
が
、
最
寄
駅
か
ら
遠
く
客
席
も
20
席
と
小
さ
か

っ
た
の
で
、
駅
に
近
く
広
い
店
に
し
た
い
と
思
い
、

８
年
前
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
橋
本
の
街
が

ど
ん
ど
ん
発
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ

た
の
が
、
こ
こ
を
選
ん
だ
理
由
で
す
。
店
内
は
木

を
活
か
し
た
ハ
ワ
イ
の
雰
囲
気
で
１
階
は
カ
ウ
ン

タ
ー
テ
ー
ブ
ル
20
席
、
２
階
は
ソ
フ
ァ
ー
30
席
設

け
て
い
ま
す
。」

お
店
の
特
徴
と
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
。

　
「
お
客
様
に
ウ
キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド

キ
と
い
う
ハ
ワ
イ
の
気
分
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
小
旅
行
気
分
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で

す
ね
。
メ

ニ
ュ
ー
は

パ
ン
ケ
ー

キ
、
肉
料

理
、
お
酒

が
メ
ー
ン

で
す
。
パ

ン
ケ
ー
キ

で
は
、
ハ

ワ
イ
の
波

を
イ
メ
ー

ジ
し
た
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
パ

ン
ケ
ー
キ
が
一
番
人
気
で
、

ナ
ッ
ツ
を
練
り
こ
ん
だ
生

地
に
ク
リ
ー
ム
と
フ
ル
ー

ツ
を
あ
し
ら
っ
て
い
ま
す
。

肉
料
理
の
い
ち
押
し
は
、

柔
ら
か
い
肉
質
の
グ
ラ
マ

ー
ス
テ
ー
キ
で
す
ね
。
１
２
８
０
円
と
い
う
価
格

で
す
が
、
値
段
以
上
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
好
評
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
ガ
ー
リ
ッ
ク
シ
ュ
リ
ン
プ
、
ス
ペ

ア
リ
ブ
、
ホ
ー
ム
メ
イ
ド
ハ
ン
バ
ー
グ
、
サ
ー
フ

ァ
ー
ズ
シ
ー
フ
ー
ド
ピ
ザ
、
パ
ス
タ
、
ロ
コ
モ
コ

な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
料
理
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
は
自
信
が
あ
り
ま

す
。
価
格
は
９
０
０
円
前
後
が
中
心
で
す
。
ハ
ワ

イ
産
の
コ
ナ
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
ハ
ワ
イ
旅
行

の
思
い
出
に
浸
る
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

年
齢
層
は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
と
幅
広
く
、
お
一

人
様
や
家
族
、
グ
ル
ー
プ
と
様
々
で
す
が
、
忘
新

年
会
、
歓
送
迎
会
、
誕
生
日
祝
い
な
ど
の
パ
ー
テ

ィ
ー
に
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

特
色
あ
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
店
の
ス
タ
ッ
フ
が

店
内
の
お
客
様
と
声
を
合
わ
せ
て
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
イ
の
歌
を
歌
っ
て
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
、
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
の
一
体
感
が
店

の
特
長
で
す
。
心
を
こ
め
た
サ
ー
ビ
ス
を
喜
ん
で

下
さ
る
お
客
様
が
口
コ
ミ
で
増
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー

の
予
約
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
毎
週
日
曜
日
に
は

フ
ラ
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
演
者
は
自
分

で
教
室
を
主
宰
し
て
い
る
先
生
方
も
多
く
、
お
客

様
が
楽
し
め
る
フ
ラ
を
披
露
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
最
近
、
お
客
様
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
実
演

す
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
も
始
め
ま
し
た
。
ど
な
た

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

ど
う
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
経
営
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
感
謝
、
で
す
ね
。
す
べ
て
は
こ
の
言
葉
に
尽

き
ま
す
。
私
は
こ
の
店
の
ス
タ
ッ
フ
が
大
好
き
で
、

働
い
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
夢
ガ
レ
ー
ジ
の
ス
タ
ッ
フ
も
同
じ
で

す
。
私
自
身
が
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
ウ
キ
ウ

キ
・
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
す
る
こ
と
を
大
切
に

毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
が
お
客

様
に
も
伝
わ
っ
て
、
元
気
で
喜
ば
れ
る
店
づ
く
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
飲

食
店
を
経
営
し
て
よ
か
っ
た
、
幸
せ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
橋
本
は
大
き
過
ぎ
ず
小
さ
過
ぎ
ず
、
人

の
顔
が
見
え
る
素
晴
ら
し
い
街
で
す
。
こ
の
街
で

夢
を
創
造
す
る
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の

心
を
忘
れ
ず
、
七
夕
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
店
舗
周

辺
の
清
掃
な
ど
を
通
し
て
地
域
貢
献
を
続
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
震
災
の
復
興
を
応
援
す
る
た
め
、

お
客
様
と
一
緒
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、

募
金
を
届
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
横

浜
、
湘
南
等
に
３
店
舗
出
店
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
ハ
ワ
イ
の
ワ
イ
キ
キ
に
も
…
こ
れ
は
大
き

な
夢
で
す
が
（
笑
い
）」

ハ
ワ
イ
ア
ン
で
店
も
地
域
も
盛
り
上
げ
た
い

Top 
Interview
トップ
インタビュー

横浜生まれ、相模原育ち。県立弥栄西高卒。
橋本商店街協同組合理事。橋本七夕まつり実
行委員会事務局長を務めている。趣味はサー
フィン、神輿など。妻と １ 女。44歳。

ハ
ワ
イ
ア
ン
カ
フ
ェ

�

ロ
コ
ス
タ
イ
ル
代
表

山
﨑
英
人 

さん

相
模
原
市
緑
区
橋
本
６
︲
28
︲
６

☎ 

０
４
２
︲
７
７
４
︲
４
１
８
０

営
業
時
間
　
午
後
５
時
～
午
前
１
時

定
休
日
　
月
曜
日

http://loco-style.jp/

ハワイの香りいっぱいの1F

くつろぎ感あふれるパーティースペース
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ン
製
造
企
業
と
、
数
社
共
同
の
損
害
保
険
会
社
と

の
接
点
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
損
保
会
社
と
保

険
契
約
を
結
び
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
参
加
を

希
望
す
る
生
コ
ン
工
場
は
コ
ン
ク
シ
ッ
ド
社
と
加

盟
契
約
を
結
び
ま
す
。
相
武
生
コ
ン
相
模
原
工
場

が
加
盟
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

わが社の『いち押し』会員紹介

社
わが

の『
い
ち
押
し
』

　

相
武
生
コ
ン
㈱
相
模
原
工
場
が
製
造
し
て
い
る

「
Ｉ
Ｃ
タ
グ
入
り
保
険
付
き
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」

は
２
０
１
３
年
、
相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
制

度
認
定
製
品
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
は
も
と

よ
り
全
国
で
も
初
め
て
と
な
る
、
生
コ
ン
の
最
先

端
の
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
装
備
し
て
い
る
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　

事
業
所
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
建
造
物
の

素
材
と
し
て
使
わ
れ
る
生
コ
ン
は
、
そ
れ
自
体
と

し
て
は
半
製
品
で
、
品
質
は
、
硬
化
後
に
確
定
す

る
た
め
、
瑕
疵
補
償
保
険
を
付
与
す
る
こ
と
が
非

常
に
難
し
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
基
準
や
ガ
イ
ド
は
あ
り
、
仕
様
通
り
の
品

質
を
持
つ
製
品
が
出
荷
、
搬
送
さ
れ
る
の
が
大
原

則
で
す
。
大
切
な
人
の
命
や
財
産
を
あ
ず
か
る
建

物
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
原
因
の
事
故
な
ど
が
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
万
一
の
場
合
、

製
造
工
場
が
背
負
う
賠
償
責
任
は
自
社
の
賠
償
能

力
を
超
え
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
に
な
る
こ
と
も
あ

り
得
ま
す
。
現
に
数
年
前
、
神
奈
川
県
内
で
倒
産

し
た
事
例
が
あ
り
、
賄
い
き
れ
な
い
分
を
建
設
会

社
や
商
社
が
求
償
さ
れ
負
担
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、

社
会
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

　

近
年
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
品
質
保
証
が
あ
ら
ゆ

る
製
造
品
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生
コ
ン
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
相
武
生
コ

ン
は
２
０
１
３
年
、
ゼ
ネ
コ
ン
、
一
般
消
費
者
へ

安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

瑕
疵
保
証
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し

ま
し
た
。

　

そ
の
仕
組
み
の
中
心
に
な
る
の
が
、
コ
ン
ク
シ

ッ
ド
シ
ス
テ
ム
㈱
（
東
京
都
港
区
）
と
、
製
品
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
（
生
産
履
歴
情
報
）
を
内
蔵

し
た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
で
す
。
コ
ン
ク
シ
ッ
ド
社
は
生
コ

ん
。
損
保
会
社
が
保
証
す
る
賠
償
額
は
１
事
故
最

大
20
億
円
で
、
瑕
疵
、
生
産
物
賠
償
合
算
で
の
補

償
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
で
あ
る
加
盟
工
場
は
、

現
場
ご
と
に
保
証
書
を
発
行
し
て
納
入
す
る
生
コ

ン
が
補
償
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
告
知
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
ゼ
ネ
コ
ン
を
始
め
と
す
る
施
工
業
者
、

建
物
の
ユ
ー
ザ
ー
に
安
心
・
安
全
を
提
供
し
ま
す
。

保
証
期
間
は
10
年
で
す
。

　

ま
た
、
生
コ
ン
の
製
造
時
に
、
原
料
の
配
合
計

画
書
・
実
測
計
量
値
・
運
搬
車
番
号
・
工
場
出
発

時
刻
な
ど
の
生
産
情
報
を
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
イ
ン
プ
ッ

ト
し
、
こ
の
タ
グ
を
適
切
な
数
だ
け
生
コ
ン
の
ミ

キ
サ
ー
に
投
入
し
て
か
ら
出
荷
し
ま
す
。
タ
グ

は
工
事
現
場
で
生
コ
ン
と
い
っ
し
ょ
に
打
設
さ

れ
、
建
設
中
や
施
工
後
で
も
、
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
と

い
う
手
軽
な
機
器
で
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
タ
グ
に
内
蔵
さ
れ
る
情
報
は
製
造
工
場

か
ら
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
送
信
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
保
存
さ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
製
造
情
報
は
生
コ
ン
工
場
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
工
作
物
に
埋
め
込
ま
れ
た
Ｉ
Ｃ
タ
グ
、
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
の
３
カ
所
で
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
情
報
の
紛
失
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
製

造
時
の
情
報
が
正
確
に
そ
の
ま
ま
残
る
の
も
大
き

な
長
所
で
す
。

　

相
武
生
コ
ン
の
田
村
義
孝
事
業
本
部
長
は
「
生

コ
ン
会
社
の
品
質
管
理
能
力
の
向
上
と
い
う
社
会

的
期
待
に
応
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
相
模
原
市
は

圏
央
道
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
車
両
基
地
建
設
な
ど

の
明
る
い
展
望
が
開
け
て
い
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
な
ど
も
含
め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
地
域
の
い

ろ
い
ろ
な
現
場
で
生
か
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
た

い
」
と
話
し
、
柴
繁
相
模
原
事
業
所
長
は
「
相
模

原
市
か
ら
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
製
品
に
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
励
み
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

相
武
生
コ
ン
㈱

相
模
原
工
場

全
国
初
！

「
20
億
円
の
瑕
疵
保
証
保
険

�

付
き
生
コ
ン
」
を
出
荷

Ｉ
Ｃ
タ
グ
を
用
い
た
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

�

品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
が
市
認
定
品
に

ICタグを用いた生コンクリート品質管理システム

相武生コン株式会社　相模原工場
本社　相模原市中央区南橋本４︲11︲11

☎ ０４２︲７７２︲４３５１（代表）

ICタグ

リーダライタ
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インフォメーション相模原商工会議所委員会委員

　当商工会議所の委員会委員が １ 月17日開催の常議員会において下記のとおり決定いたしましたのでお知らせ
いたします。

１．財政・組織委員会…（商工会議所の財政組織基盤に関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
荒畑　成雄 小田急相模大野ステーションスクエア商店会 専務理事
大貫　　隆 キャタピラージャパン㈱相模事業所 執行役員相模事業所長

唐橋　一男 ㈱サーティーフォー 代表取締役
安藤　一彦 イオンリテール㈱イオン相模原店 店長
中村　昌治 ㈲石神前中村商店 代表取締役
小野　　弘 小野建材工業㈲ 代表取締役
古橋　裕一 相陽建設㈱メープルショップ 代表取締役
比嘉　成夫 横浜金属㈱ 代表取締役社長
田後　隆二 行政書士さがみ総合事務所 所長
小林　恒男 小林恒男公認会計士・税理士事務所 所長
杉原　康王 （公社）神奈川県宅地建物取引業協会相模南支部 県本部理事

氏　名 企業名等 企業上の地位
鈴木 亜喜男 ミヤコ陸運㈱ 取締役会長
横山　房男 相模原中央商店街㈿ 理事長
落合　　誠 ㈲鶴ヶ丘米店 代表取締役
佐藤　往克 ㈱宝月堂 代表取締役
鈴木　道雄 永進テクノ㈱ 代表取締役
竹中　宣夫 日本山村硝子㈱ 東京工場 工場長
山口　誠志 峡の原工業団地㈿ 副理事長
豊岡　　淳 ユタカ精工㈱ 代表取締役
松井　和美 ふれあいサロンＫ 代表
吉原　洋子 ㈱吉原学園 代表取締役

２．金融税制専門委員会（金融税制、税制問題に関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
小川　　隆 小川工業㈱ 代表取締役社長
江岸　達也 アクサ生命保険㈱神奈川支社相模原営業所 支社長
今村　　博 野村證券㈱ 相模原支店 支店長
仁村　治之 ㈱オーパックサービス 代表取締役
田所　　毅 ㈱相模工機所 代表取締役
山﨑　利宏 城山工業㈱ 代表取締役
勝部　八郎 ㈱ジェイコムイースト 相模原・大和局 局長
細田　明彦 細田明彦税理士事務所 所長
池田　光彦 ㈱三菱東京UFJ銀行相模原支社 支社長
山田　真矢 ㈱横浜銀行相模原駅前支店 支店長

氏　名 企業名等 企業上の地位
井坂　欣弥 ㈱タウンニュース社 相模原支社 支社長
萩生田 康治 にこにこ星ふちのべ㈿ 理事
小林　昌純 ㈱コバヤシ精密工業 代表取締役社長
杉田　豊範 ㈱大丸製作所 代表取締役
髙橋　貞一 ㈱高橋精密工業 代表取締役
松永　晃一 松永商工㈱ 代表取締役社長
小形　文夫 小形会計事務所 所長
原　　武司 ㈱商工組合中央金庫横浜西口支店相模原営業所 支店長
内山　真宏 多摩信用金庫 相模原支店 支店長
伊藤　　亨 ㈱八千代銀行 相模原法人営業部 部長

３．雇用労働専門委員会（雇用対策、従業員の教育・訓練、従業員の福利厚生に関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
大久保 和美 ㈱イトーヨーカ堂　古淵店 店長
雨宮　　潔 ㈱三越伊勢丹　伊勢丹相模原店 店長
御子神 　隆 三菱重工業㈱汎用機・特車事業本部 副事業本部長
内村　　紳 ㈱小田急リゾーツ 取締役社長
草薙　喜義 社会福祉法人　幸会 理事長
紙透　七蔵 ㈱サンライズ 代表取締役
鈴木　克人 相模ピーシーアイ㈱ 代表取締役社長
早川　正彦 ㈲早川銘板製作所 代表取締役
村山　忠雄 ㈱マーク電子 代表取締役
稲場　　純 ㈱リガルジョイント 代表取締役
志村　英昭 ㈱ア・ドマニー 代表取締役社長
中田　克己 ㈲かつまさ 代表取締役
江川　安幸 東林間商店街�振 理事長

氏　名 企業名等 企業上の地位
尾崎　一朗 尾崎ギヤー工業㈱ 専務取締役
小林　利明 共生食品㈱ 取締役営業部長
五十嵐 四郎 グリーンピア田名㈿ 代表理事
㝡住　悦子 ㈱広和産業 代表取締役
久保田 浩章 相模螺子㈱ 代表取締役
久保　　誠 清水原工業団地㈿ 代表理事
田中　紘昭 テクノ相模㈿ 代表理事
鈴木　和弥 ㈱東鈴紙器 代表取締役社長
吉田　英訓 ㈱ミヨシ・ロジスティックス 代表取締役社長
安藤　悦郎 安藤経営労務管理事務所 所長
伊藤　公男 ㈱伊藤典範 代表取締役
高橋　　純 司法書士高橋純事務所 所長
岩谷　房雄 瑞穂事務所 所長

第15期 相模原商工会議所委員会委員決定
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相模原商工会議所委員会委員インフォメーション

４．官公需等整備促進特別委員会（公共入札・契約制度、市内企業への受注促進などに関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
篠﨑　栄治 日栄建設㈱ 代表取締役
桒原　博栄 日本通運㈱相模原支店 支店長
稲垣　　稔 神奈川石材㈱ 代表取締役会長
浦上　裕史 菊屋浦上商事㈱ 代表取締役
本橋　幸弦 ㈲相模経済新聞社 代表取締役
大谷 新一郎 ㈱三友 代表取締役
川合　貞義 ㈱ヘルスケア 取締役会長
那須　隆仁 三恵エンジニアリング㈱ 専務取締役
杉本　祥一 ㈱ハイスポット 代表取締役
柴田　正隆 ㈱ウィッツコミュニティ 代表取締役
原　　正弘 ㈱清和サービス 代表取締役
笹部　良一 大昇産業㈱ 代表取締役
稲葉　俊明 稲葉電気興業㈱ 代表取締役社長
白井　憲二 東神興業㈱ 代表取締役
萩原　明人 萩原造園土木㈱ 代表取締役
谷津　　弘 谷津建設㈱ 代表取締役
佐藤　幸彦 相模原事務用品㈿ 代表理事
菅沼　山一 ㈲菅沼商店 代表取締役

氏　名 企業名等 企業上の地位
田所　文男 ㈱日電社 代表取締役
尾作　　晃 ㈱文盛堂 代表取締役
細谷　和久 ㈲細谷達司商店 常務取締役
大坪　征弘 エイト技工㈱ 代表取締役社長
長谷川 　剛 ㈱サンリッチ 代表取締役
柴原　博靖 ㈱ソーアップ 代表取締役
平山クリフォードモーリス ㈱チェリーエンジニアリング 代表取締役
渡邊　将文 ㈱MEMOテクノス 代表取締役
小峰　　望 のぞみ合同事務所 代表
田口　正典 相模原造園㈿ 代表理事
志村　道男 相模原塗装㈿ 理事長
櫻内　康裕 ㈱櫻内工務店 代表取締役
長田　　功 相模原市印刷広告㈿ 代表理事
江成　二郎 ㈱江成屋金物店 代表取締役
森﨑 智三郎 相模トライアム㈱ 部長
鈴木　紀夫 ㈱サービスメイク 代表取締役
中田　　優 ㈱中田総合エンタープライズ 代表取締役
橋本　　淳 さがみビルメンテナンス㈿ 理事

５．産業基盤整備促進特別委員会（産業振興に資する土地利用に関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
小山　克己 ㈱三和 代表取締役社長
前田　順也 扶桑精工㈱ 代表取締役社長
池田　典義 ㈱相模原ゴルフクラブ 代表取締役社長
衹園　義久 ㈱ギオン 代表取締役会長
小野　義廣 ㈲アイドマ 代表取締役
武内　英雄 ㈲武内商店 代表取締役
今村　光雄 三光機械㈱ 代表取締役
松岡　康彦 湘南デザイン㈱ 代表取締役社長
秋山　直樹 新光ネームプレート㈱ 代表取締役
山中　　仁 ㈲山中自動車商会 代表取締役
上原　泰久 ウエハラ時計眼鏡宝飾店 代表
足立　旬一 相模大野駅周辺商店会連合会 副会長

氏　名 企業名等 企業上の地位
高木　　明 相模原東商店会 会長
横江　利夫 旭フォークリフト㈱ 代表取締役
須賀　節子 ㈲オリーブの実 代表取締役
原　　幹朗 北辰企業㈱ 代表取締役
有泉　潤幸 ㈱甲斐工務店 代表取締役
加藤　　明 相模建材産業㈱ 代表取締役
中嶋　幸夫 東急建設㈱ 相模原出張所 所長
中島　一弘 ㈱中島建設 代表取締役社長
佐藤　克治 （公社）神奈川県宅地建物取引業協会相模北支部 副支部長
吉田　修一 ㈱相模運輸 代表取締役
西脇　大志 西脇輸送産業㈲ 代表取締役

6．環境対策特別委員会（地球温暖化対策に向けた環境支援事業に関すること）� 順不同（敬称略）

氏　名 企業名等 企業上の地位
中濱　一芳 東京ガス㈱神奈川西支店相模原センター 支店長
河本　　悟 東邦電子㈱ 代表取締役社長
近藤 章太郎 日産自動車㈱相模原部品センター センター長
本間　俊三 ㈱ホンマ電機 代表取締役
清水 紳一郎 ㈱清水屋百貨店 代表取締役
西澤　勇司 ㈱キャロットシステムズ 代表取締役
甲斐　美利 ㈱向洋技研 代表取締役
阪口　　勇 日本テクノ㈱ 取締役保安本部長
助川 秀一朗 利恵産業㈱ 相模原工場 代表取締役
根本　敏子 ㈱旭商会 代表取締役

氏　名 企業名等 企業上の地位
西倉　　努 ㈱ユニバァサル設計 代表取締役会長
川田　勝啓 上溝商店街�振 副理事長
関戸　和浩 ㈱くらや 取締役
齋藤　正行 進和商事㈱ 代表取締役
中田　みち ㈱トーエル 代表取締役
上野　賢美 相模原機械金属工業団地㈿ 副理事長
荒井　　功 ㈱日相印刷 代表取締役
岩崎　　正 千寿産業㈱ 代表取締役社長
藤田　勇一 ㈲モトムラクリーニングホワイト急便 専務取締役
森山　裕美 大森産業㈱ 取締役
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青年部／青工研 アクティブ５

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
５　
内
部
団
体
ト
ピ
ッ
ク
ス

和
サ
ー
ビ
ス
）、
関
戸
和
浩
（
㈱
く
ら
や
）、
松
下

龍
太
（
㈱FO

R
T

）、
白
井
拓
朗
（
㈱
ハ
シ
モ
ト

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
赤
坂
徹(

テ
ィ
ー
ズ
カ
ー

ゴ)

、菊
地
潤（
シ
ャ
デ
ィ
㈱
ミ
キ
）、柴
田
輝
隆（
㈱

A
P

O
-C

O
M

I

）、
八
巻
政
広
（
㈲
眞
工
業
）、
尾

作
太
一
（
㈱
文
盛
堂
）、
高
橋
英
樹
（
サ
ガ
ミ
急

送
㈱
）、
松
井
耀
右
（
㈱
山
路
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
）

な
メ
ン
バ
ー
が
自
信
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
終
了
後
は
新
年
会
が
開
催
さ
れ
、
杉

岡
会
頭
、
歴
代
青
年
部
会
長
な
ど
が
出
席
し
、
和

や
か
に
歓
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

直
前
会
長
＝
長
谷
川
光
明
（
㈲
長
谷
川
保
険
事
務

所
）、
副
会
長
＝
岡
野
祐
一
（
㈱
櫻
内
工
務
店
）、

山
口
恒
（
㈱
山
口
工
業
）、
長
谷
川
明
（
㈲
長
谷

川
板
金
工
業
所
）、
監
事
＝
澤
田
弘
之
（
㈱
さ
わ

だ
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス
）、
増
田
健
海
（
㈲
増
田
表
具

店
）、
会
計
＝
松
下
龍
治
（
エ
ム
ズ
テ
ク
ノ
㈱
）、

理
事
＝
笹
崎
智
成
（
㈱
ス
リ
ー
ワ
イ
ズ
）、
西
居

誠
二
（
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
）、
春
山
浩
（
㈱
清

　

青
年
部
（
長
谷
川
光
明
会
長
）
は
１
月
15
日
、

市
立
産
業
会
館
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
部
員
50
名
（
委
任
状
含
む
）
が
出
席
し
、

平
成
26
年
度
の
役
員
、
理
事
及
び
組
織
体
制
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
は
、
清
水
良
則
氏
（
㈲
シ
ミ
ズ

リ
ビ
ン
グ
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
、
平
成
26
年
度

は
新
体
制
の
も
と
、
青
年
部
の
更
な
る
発
展
を
図

り
ま
す
。

　

清
水
氏
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
我
々
青
年
部
は
、

年
々
会
員
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
た

　

青
工
研
（
小
林
昌
純
会
長
）
で
は
１
月
17
日
、

商
工
会
館
で
次
年
度
役
員
選
任
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
33
名
が
出
席
し
、
次
年
度
役
員
並
び
に

組
織
体
制
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
選
任
さ
れ
た
の
は
、
渡
邊
将
文

氏
（
㈱
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
代
表
取
締
役
）。

　

渡
邊
氏
は
就
任
あ
い
さ
つ
で
「
青
工
研
の
魅
力

を
広
く
外
部
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
青
工
研
が

相
模
原
を
代
表
す
る
経
営
者
の
会
と
な
る
礎
を
築

き
た
い
。
青
工
研
の
良
さ
は
仲
間
同
士
が
本
音
で

語
り
合
え
る
『
絆
』
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

会
員
企
業
が
更
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
出
席
し
た
会
員
か
ら
活
発
な
質
疑

が
な
さ
れ
、
選
任
さ
れ
た
各
役
員
も
力
強
い
抱
負

を
述
べ
る
な
ど
、
会
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
る
、
青
工
研
ら
し
い
総
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
。(

敬
称
略
）

会
長
＝
渡
邊
将
文
（
㈱
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
）、

副
会
長
＝
河
野
崇
（
㈲
河
野
製
作
所
）、
南
篤
史

（
㈱
ミ
ナ
ミ
工
機
）、
監
事
＝
小
林
昌
純
（
㈱
コ
バ

ヤ
シ
精
密
工
業
）、
吉
田
英
訓
（
㈱
ミ
ヨ
シ
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
）、渉
外
理
事
＝
高
田
浩
樹
（
㈲

フ
ァ
ル
コ
ン
）、
財
務
理
事
＝
鈴
木
道
雄
（
永
進

テ
ク
ノ
㈱
）、
理
事
＝
大
槻
実
（
㈲
大
槻
鈑
金
工

業
所
）、新
海
肇
（
新
海
製
作
所
）、大
峰
英
一
（
㈱

タ
イ
ホ
ー
）

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

青工研

第
35
代
会
長
に

�

渡（㈱Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
テ
ク
ノ
ス
）

邊
将
文
氏
を
選
任

清
水
良
則
氏（
㈲
シ
ミ
ズ

リ
ビ
ン
グ

）を

�

次
年
度
会
長
に
選
任

青年部

臨時総会

長谷川会長（左）と清水新会長（右）

平成26年度新役員

次 年 度
役 員
選任総会
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都産研／女性会／建設業部会視察　他アクティブ５

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
で
は
、

平
成
23
年
９
月
よ
り
、「
一
緒
に
考
え
よ
う
！
相

模
原
の
未
来　

日
本
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

ラ
ジ
オ
番
組
を
制
作
・
放
送
し
て
い
ま
す
。（
エ

フ
エ
ム
さ
が
み
83
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　

こ
の
番
組
は
、
当
研
究
会
が
作
成
し
た｢

さ
が

み
は
ら
の
15
年
後
の
君
へ 
提
言
２
０
１
０｣

や

「
グ
リ
ー
ン
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ 
都
市
産
業
研
究

会
２
０
１
２
提
言
」
を
話
題
の
切
り
口
に
、
当
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
ゲ
ス
ト
が
自
由
に
意
見
交
換

を
行
う
番
組
で
す
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
平
成
25
年

７
月
か
ら
は
、
新
た
に
市
内
で

活
躍
す
る
経
済
人
や
産
業
人
を

お
招
き
し
て
、
相
模
原
の
将
来

を
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
14
日
（
土
）、

15
日
（
日
）
の
放
送
で
は
、
都

産
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
４

（
１
月
29
日
開
催
）
の
様
子
を

放
送
（
録
音
）
い
た
し
ま
す
の

で
是
非
、
ご
聴
取
下
さ
い
。

放　
送　
毎
月
第
二
週
目
土
曜
日
21
時
～
22
時

再
放
送　
放
送
日 

翌
日
曜
日
10
時
～
11
時

※�

こ
の
番
組
の
過
去
収
録
分
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
の
「
都
産
研
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
い
つ
で
も
聞

く
事
が
出
来
ま
す
。
右
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
、

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
で
「
都
産
研
」
と
検
索
の

上
、
是
非
ご
聴
取
下
さ
い
!!

　

公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
相
模
北
支
部
（
坂
本
久
支
部
長
）
で
は
、
昨
年

12
月
18
日
、
当
商
工
会
議
所
と
大
船
渡
商
工
会
議

所
を
通
じ
、「
大
船
渡
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
題
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

こ
の
活
動
は
、
同
支
部
が
相
模
原
フ
ェ
ス
タ
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
募
金
活
動
で
集
ま
っ
た

寄
付
金
を
、
大
船
渡
市
の
中
学
校
等
で
不
足
し
て

い
る
備
品
や
文
房
具

と
し
て
贈
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
２

回
目
の
贈
呈
と
な
り

ま
す
。

　

大
船
渡
の
子
ど
も

た
ち
は
、
現
在
も
仮

設
校
舎
で
授
業
を
行

っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
回
の
贈
呈
に

つ
い
て
は
、
大
変
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

大
船
渡
市
と
相
模
原
市
は
、
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
の
研
究
施
設
の
あ
る
市
町

と
し
て
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
、
当
商
工
会
議

所
も
震
災
直
後
か
ら
、
職
員
の
派
遣
を
は
じ
め
、

大
船
渡
市
を
積
極
的
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

贈
呈
先
：‌�

大
船
渡
市
立
赤
崎
中
学
校
（
生
徒

１
３
３
名
）

贈
呈
品
目
：
液
晶
テ
レ
ビ
、
ノ
ー
ト
、
定
規　

他

「
一
緒
に
考
え
よ
う
！

�

相
模
原
の
未
来
日
本
の
未
来
」

都産研
ラジオ番組

放送中！

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
が
昨
年
、
地
産
地

消
事
業
と
し
て
開
発
し
た
桑
茶
「
と
う
と
る
ん
」

が
、
こ
の
度
、
神
奈
川
県
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

こ
の
制
度
は
、
女
性
団
体
等
が
開
発
に
貢
献
し

て
生
ま
れ
た
特
に
優
れ
た
商
品
を
神
奈
川
県
が
認

定
す
る
も
の
で
、
広
く
女
性
の
登
用
や
活
躍
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
桑
茶
「
と
う

と
る
ん
」
が
「
神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
認
定

品
」
し
て
広
く
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
女
性
会
担
当
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

　

☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
５

さ
が
み
は
ら

産
粉
末
桑
茶「
と
う
と
る
ん
」

�

神
奈
川
な
で
し
こ
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定

女性会平成25年度 特定商工業者負担金の再請求のお知らせ
　当商工会議所では、一定規模以上の商工業者である特定
商工業者（事業所）（※ 1）の法定台帳（※ 2）の作成が義
務付けられており、その管理運営等に要する諸経費として、
費用のご負担をいただいております。経費出費多端の折と
は存じますが、どうぞご負担くださるようよろしくお願い
いたします。
　○再請求書類　 2月上旬発送（支払期日： 3月14日）
　○負 担 金 額　1,500円
　（既にご負担済みで行き違いの場合はご容赦ください）
（※1）‌�資本金（又は払込出資総額）300万円以上又は従業員

20人（商業･サービス業は 5人）以上の事業所
（※2）‌�会員・非会員にかかわらず、市内の事業所を把握す

る資料で商取引の照会等に活用しています
【問い合わせ】　総務課　☎ 042-753-8131

大
船
渡
の

子
ど
も
た
ち
へ
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

�

宅
建
相
模
北
支
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
金
を
活
用

東急建設㈱技術研究所　見学会のご案内
　平成２４年１１月、東急建設技術研究所（市内中央区田
名）では、実験棟内に電磁環境EMC試験室（電波暗室）
を建設。重量建築部材の電波特性や電子機器が快適に
作動する電磁環境を調べることができる試験室を見学
します。また、構造実験棟、住宅総合実験棟、音響実
験棟など業界トップクラスの実験施設も見学します。
是非この機会にご参加ください。

■日　時： ３ 月１4日（金）１4時～１6時30分
■参加費：無料
■対　象：相模原商工会議所 建設業部会 会員等
■定　員：２０名　定員に達し次第〆切
■申込方法：下記へ電話にてお申し込みください。
■問合先：☎ ０４２-７５３-８１３６（産業振興課）

相模原商工会議所 建設業部会 主催
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インフォメーション事業承継セミナー／新入社員研修／確定申告無料相談会／さがみはらクリーン大作戦

日　時：�4月2日㈬・3日㈭ 9時30分～16時30分
場　所：相模原市立産業会館 3階 大研修室ほか

内　容：ロールプレイや現役経営者の講話等を通じた ２
日間の研修です。新入社員に社会人としての自
覚を促すとともに、様々な状況に適応した立ち
居振る舞いなどを学びます。

受
（税 込 み）
講料：会員企業 1名7,200円（非会員企業 1名14,400円）

定　員：120名（定員に達し次第締め切り）
申込期限： 3月20日㈭
申し込み：当会報折込の申込書に必要事項を記入し、FAX

でお申込ください。
問い合わせ先：
　　　　共済検定課　☎ 042-753-8134

主催：相模原商工会議所

2日間コース
ビジネスマナーを習得！

新入社員研修

　本年も確定申告の時期となりました。所得税、消費税の確定申告手続きについて、下記のとおり相談会を実施いたします。
相談は無料ですので、ご不明な点がある方は、この機会にご利用ください。

日　　　時： 2 月24日㈪～ 2 月28日㈮　10時～12時、13時～16時（ 1事業者 1時間）
場　　　所：市立産業会館 3階 小研修室（相模原市中央区中央3-12-1）
相　談　員：東京地方税理士会相模原支部 会員
持参するもの：�税務署から送られた書類（決算書、確定申告書）、平成24年（前年分）の決算書・確定申告書、平成25年月別集

計表等、生命保険料、地震保険料及び国民年金保険料の各種控除証明書、国民健康保険税、医療費等の各種領
収書、筆記具、電卓、印鑑

申 込 方 法：下記まで、電話でお申込ください。※事前予約優先
問い合わせ：経営支援課　☎ 042-753-8135　

※顧問税理士がいる方、譲渡所得、贈与税、相続に関するご相談の方、法人事業所のご相談には応じられませんのでご注意下さい。

税理士による確定申告相談会 ～個人事業者向け～

中小企業経営者・後継者のための 事業承継セミナー
相模原商工会議所 金融保険業部会 経営講演会のご案内

　近年、中小企業経営者の高齢化が進展する中で、事業を
承継する後継者の確保が困難になってきています。このよ
うな状況下で、円滑な事業承継の実現には早い段階からの
計画的な取り組みの推進が欠かせません。
　本セミナーでは、事業承継の現状や対策の全般、支援施
策を紹介いたします。また、第 2 部では、中堅・中小企業
のＭ＆Ａ実務において経験豊富な三宅卓氏を迎え、実例を
交えながら、わかり易く解説いたします
　この機会にぜひご参加ください。

■日時： ３ 月１０日㈪　１４時～１６時
■会場：横浜銀行 相模大野支店 ４ 階会議室
　　　　(相模原市南区相模大野３－７－１５)
■内容：第 １ 部「中小企業を取り巻く
� 事業承継の現状と事業承継対策」
　　　　　　　　中小企業基盤整備機構 関東本部 職員
　　　　第 ２ 部「中堅・中小企業のM&Aの成功の秘訣」
　　　　　　　　三宅　卓 氏（㈱日本M&Aセンター 代表取締役）

■申込・問合せ：☎ ０４２-７５３-８１３５（経営支援課）

　

相
模
原
市
商
店
街
地
域
貢
献
活
動
推
進
協
議
会

（
武
内
英
雄
会
長
）
で
は
、
市
内
の
商
店
街
等
が

ま
ち
を
一
斉
に
清
掃
す
る
「
第
12
回
さ
が
み
は
ら

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
を
３
月
18
日
（
火
）
に
各
商

店
街
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
で
「
地
域
の
お
客
様

の
暮
ら
し
に
役
立
つ
商
店
街
」
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
参
加
者
は
年
々
増

加
し
て
お
り
、
前
回
は
、
地
域
の
商
店
主
を
は
じ

め
、
地
元
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
学
生
な
ど

７
５
０
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

当
協
議
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
歩
と
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

第
12
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
参
加

商
店
街
（
会
）
は
３
月
号
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
12
回
さ
が
み
は
ら
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

商
店
街
が
ま
ち
を
一
斉
清
掃
し
ま
す

清掃に汗を流す参加者（前回の模様）
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新会員紹介インフォメーション

新会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

（平成25年12月1日〜12月31日）

事業所名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

シュレンマージャパン 上 野　　 豊 中央区東淵野辺5-18-8 042-768-7880 自動車部品輸入販売

日 本 商 会 ㈱ カワイデイン・
モハマド・リスラン 中央区田名10449-1 042-711-9592 自動車・建設機械の部品等輸出入　他

アジアネットワーク電子㈱ 村 井　 禎 祐 中央区相模原7-9-3
エクセル相模原404号 090-8841-4494 製造販売

神奈川日産自動車㈱
相 模 大 野 店 前 沢　 美 仁 南区鵜野森3-6-15 042-744-2311 自動車の販売・修理、保険取扱い

神奈川日産自動車㈱
相 模 原 清 新 店 平 光　 正 一 中央区清新4-8-8 042-771-0023 自動車販売、修理、保険代理店

神奈川日産自動車㈱
津 久 井 店 白 石　 卓 也 緑区太井１４２－１ 042-780-0023 自動車の販売・修理、保険取扱い、部品販売

㈱サガミ義肢製作所 石 塚　 道 徳 中央区横山6-8-9 042-711-7660 義肢・装具の製作、販売

フ ィ ー ル ド ゲ イ ト 野 口　 一 哉 中央区宮下本町3-18-2 042-775-0984 技術・生産・経営に係わるコンサルタント

あ づ み 電 器 松 田　 武 士 南区豊町5-17 042-742-4806 家電小売・電気工事（LAN工事）・パターン設計

㈲キャロル・トゥウェンティーワン
Ｃ Ａ Ｒ Ｏ Ｌ・ ２１  梶 原　 公 和 中央区淵野辺3-9-17-201 042-751-1932 カット・パーマ・カラー・お着付等

㈱　ク　レ　ス　ト　FC 神 谷　 秀 水 中央区横山台1-8-16 042-786-6550 運転代行

相模原市日中交流協会 今 井　　 満 中央区中央2-11-15
相模原市役所渉外課内 042-769-8207 日中交流事業を通じて相模原市の発展に貢献する

田村充代税理士事務所 田 村　 充 代 緑区名倉437-3 042-814-7551 税理士業務全般

㈱　佐　久　間　電　設 佐久間 英二 緑区下九沢1376-1 042-761-0802 電気設備工事・設計・施工

相 模 原 観 光 交 通 ㈱ 平本 八十司 中央区清新7-3-11 042-752-8111 タクシー

佐久間システム設計事務所 佐久間 秀知 南区相武台2-25-8 050-3679-6007 生産管理、倉庫管理、輸送管理のコンピュー
タシステム開発、販売、コンサル

明 堅 プ ル ー フ ㈱ 天 野　 芳 明 町田市野津田町1133-1 042-736-6383 ビル、屋上等の防水工事

㈱　双　和　製　作　所 齋 藤　　 睦 緑区根小屋2078 042-784-3076 ステンレス製缶、板金、配管等の製作

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

コネクシオ㈱
ドコモショップ相模原店 事業所名 コネクシオ㈱

ドコモショップ相模原店
アイ・ティー・シーネットワーク㈱
ドコモショプ相模原店

善吉　醸し屋 事業所名 善吉　醸し屋 醸し屋

代 表 者 角田　安弘 田所　秀一郎

㈱JTBコーポレートセールス
法人営業相模原支店 事業所名 ㈱JTBコーポレートセールス

法人営業相模原支店
㈱JTBコーポレートセールス
法人営業町田支店

住 所 南区相模大野3-13-15　第三タカビル3階 町田市原町田6-21-24　松沢ビル4階

電 話 042-701-2153 042-724-0307

Ｆ Ａ Ｘ 042-701-2161 042-722-4101
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経営セーフティ共済 インフォメーション

相模原商工会議所
〒252-0239　相模原市中央区中央3–12–3
TEL：042-753-8135　FAX：042-753-7637

本
制
度
の

お
申
し
込
み
は

共済制度の運営機関
独立行政法人
中小企業基盤整備機構
URL http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎ 042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


